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じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
 

J 

【40年ぶりに赤穂義士の衣裳で踊る市場8支所のみなさん】 

ニ40 年ぶりに復活・ 
市場 8 支所の盆お ど り 衣裳 

今年も各地区で盆踊りが行われましたが、市 

場八支所の盆踊りで、40数年ぶりの盆踊り衣裳 

が復活しました。 

赤穂47義士の服装で、手に刀に見たてた竹を 

持ち、 3人が1組になって踊るおどりで、老人 

会などでは踊られていましたが、地区の盆踊り 

として全体で踊ったのは今年が初めてです。 

区会（白川美智孝区長、 140世帯）の席上、 

郷土芸能を見直すという意味からも昔のこの踊 

りを復活させようという話が出され、昔の写真 

を頼りに服装を揃えました。 

今年は希望者だけの18人がこの服装で踊りま 

したが、踊りにまとまりができ、昔を知る人は 

大変懐かしいとのことで、来年からは子ども会 

婦人会、老人会とこの踊りの輪を大きく広げて 

いきたいとのことでトした。 

9月は固定資産税3期分の納税月です 
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10競技に200人が参加、 

町代表各種目 に熱戦を展開 

第22回田川郡民体育大会 

中
川
邦
弘
▽
一
般
女
子
③
今
畑
真
由
美
 

田
口
シ
ズ
エ
 

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
 

一
般
女
子
④
▽
青
年
男
子
④
▽
青
年
 

女
子
④
 

【
剣
道
】
 

総
合
四
位
▽
青
年
男
子
②
花
元
忠
夫
 

桑
木
康
智
、
田
中
浩
二
、
斉
藤
優
彦
、
 

武
末
一
郎
▽
個
人
女
子
井
①
木
村
夏
美
 

②
田
中
末
子
▽
個
人
男
子
三
十
代
廿
①
 

太
田
淳
一
③
建
部
高
明
▽
同
四
十
代
廿
 

②
花
元
一
利
 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
 

総
合
二
位
▽
一
般
男
子
③
藤
田
数
之
 

早
谷
喜
久
雄
、
中
村
良
之
▽
壮
年
男
子
 

③
品
川
富
雄
、
富
安
信
一
郎
、
松
本
義
 

雄
▽
一
般
女
子
①
山
形
瑞
枝
、
木
月
千
 

恵
子
、
芹
川
良
江
 

第
二
十
二
回
田
川
郡
民
体
育
大
会
（
田
川
郡
社
会
体
育
振
興
協
会
主
 

催
、
会
長
山
本
文
男
添
田
町
長
）
が
七
月
二
十
四
日
と
八
月
二
十
一
日
 

の
両
日
行
わ
れ
、
赤
池
町
か
ら
は
各
競
技
に
代
表
選
手
約
二
百
人
が
参
 

加
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
は
、
柔
道
、
相
撲
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
三
種
目
の
不
参
 

加
競
技
な
ど
も
あ
り
、
総
合
で
は
五
位
の
成
績
で
し
た
。
 

し
か
し
、
陸
上
の
水
上
則
安
選
手
を
は
じ
め
八
人
が
県
大
会
へ
進
出
 

し
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

県
大
会
は
、
九
月
十
八
日
、
福
岡
市
の
平
和
台
陸
上
競
技
場
な
ど
で
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

長谷川純一選手（中央）のスタート 
【陸上一般男子100 メートル】 

渡部克己選手センター前に 
クリーンヒット 【野球】 

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
 

▽
一
般
男
子
③
大
久
保
日
吉
、
高
橋
 

萌
、
秦
住
雄
、
河
野
善
和
、
矢
津
田
俊
 

策
、
山
尾
弘
、
奥
村
健
夫
、
柴
垣
浩
司
、
 

猪
口
博
好
、
清
原
穆
、
浦
田
弘
二
、
大
 

城
信
之
、
依
里
博
、
日
野
一
夫
、
緒
方
 

正
寿
、
大
西
定
美
、
岩
田
一
龍
 

【
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
】
 

総
合
四
位
 

【
野
球
】
 

一
回
戦
敗
退
 

【
水
泳
】
 

総
合
五
位
▽
青
年
五
十
H
自
廿
③
木
 

村
芳
広
▽
青
年
百
H
平
廿
②
斉
藤
優
彦
 

③
花
元
忠
夫
▽
同
二
百
屑
リ
レ
ー
③
田
 

中
浩
二
、
木
村
芳
広
、
斉
藤
優
彦
、
花
 

元
忠
夫
 

人
の
痛
み
を
知
り
 

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
…
・
・
・
 

ー

前

田

紀

道

 氏

が

講

演

ー

 

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
 

は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
し
た
。
 

期
間
中
の
七
月
二
十
三
日
、
同
和
対
 

策
中
央
研
修
所
で
、
北
九
州
市
同
和
教
 

育
推
進
指
導
員
、
前
田
紀
道
氏
の
「
私
 

に
と
っ
て
同
和
問
題
と
は
」
 
と
題
し
た
 

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
氏
は
、
赤
池
町
公
民
館
社
会
教
育
 

主
事
を
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
赤
池
町
 

の
実
情
に
も
詳
し
い
方
で
す
。
 

「
差
別
は
無
く
さ
な
い
と
い
け
な
い
 

と
い
う
こ
と
は
皆
ん
な
知
っ
て
い
る
。
 

し
か
し
、
自
分
と
の
か
か
わ
り
を
見
た
 

場
合
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
知
ら
な
い
と
 

い
う
こ
と
が
偏
見
を
生
む
。
人
の
痛
み
 

を
知
り
、
理
解
で
き
る
人
間
、
す
な
わ
 

ち
相
手
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
ら
 

れ
る
人
間
に
な
る
た
め
、
自
分
を
訓
練
 

し
、
社
会
の
約
束
を
守
り
、
常
に
学
習
 

を
積
み
重
ね
、
自
分
自
身
の
差
別
意
識
 

と
対
話
し
、
対
決
し
て
い
く
こ
と
が
重
 

要
で
あ
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
 

者
 

場
 

出
 

会
 

大
 

県
 

花元忠夫選手懸命のゴール 
【水泳青年男子100 メートル平泳ぎ】 

今畑真由美、田口シズエベアーの 
華麗なプレー【テニス女子ダブルス】 

氏 名 種 目 

水 上 則 安 陸上5,000メートル 

長谷川 糸屯 一 陸上 走幅跳 

平 元 久 子 陸上 砲丸投 

安 武 保 晴 テニス 

中 川 邦 弘 テニス 

日 高 景 年 卓 球 

芹 川 良 江 ノぐドミ ントン 

藤 田 数 之 ノぐドミ ン トン 

太 田 賢 二 弓 道 

各
競
技
三
位
ま
で
を
掲
載
、
順
 

不
同
、
敬
称
略
 

【
講
演
す
る
 

前
田
紀
道
先
生
】
 

【
陸
上
】
 

▼
一
般
男
子
百
屑
ー
①
長
谷
川
純
一
 
11
 

秒
 68 

▽
同
千
五
百
H
ー
①
水
上
則
安
 

4
分
 42 

秒
▽
同
五
千
屑
廿
①
水
上
則
 

安
 17 

分
 16 

秒
▽
同
走
幅
跳
井
①
長
谷
 

川
純
一
6
H
 19 

▽
同
走
高
跳
ー
②
門
 

村
俊
三
l
H
 55 

▽
同
砲
丸
投
廿
③
門
 

村
俊
三
 10 

屑
 49 

▽
同
八
百
屑
リ
レ
ー
 

井
③
1

分
 55 

秒
 65 

▼
一
般
女
子
六
十
屑
ー
①
平
元
久
子
9
 

秒
 94 

▽
同
百
H
ー
太
田
佳
江
 17 

秒
 04 

▽
同
走
幅
跳
忙
③
青
木
史
子
2

屑
 79 

▽
同
走
高
跳
廿
①
太
田
佳
江
l
H
 05 

▽
同
砲
丸
投
ー
①
平
元
久
子
7

屑
 16 

▽
同
四
百
屑
リ
レ
ー
①
1

分
2
秒
 63
 

▼
青
年
の
部
男
子
走
高
跳
ー
③
白
井
猛
 

1
H
 50 

▽
同
三
段
跳
廿
③
浦
田
次
春
 

9
冒
 56 

▽
同
砲
丸
投
廿
②
白
井
猛
 10 

トル0 

▼
青
年
の
部
女
子
百
H
ー
③
有
吉
香
織
 

18 

秒
 09 

▽
同
二
百
H
廿
③
川
上
富
十
 

子
 35 

秒
 07 

▽
同
走
幅
跳
廿
③
川
上
富
 

士
子
3
 11 

24 

▽
同
四
百
H
リ
レ
ー
廿
 

③
1
分
 12 

秒
 70 

【
卓
球
】
 

総
合
三
位
▽
一
般
男
子
単
①
日
高
景
 

年
 「

ア
ニ
ス
】
 

総
合
三
位
▽
壮
年
男
子
③
松
井
一
雄
 

星
月
邦
雄
▽
一
般
男
子
②
安
武
保
晴
、
 

和
名
 
長
月
（
な
が
つ
き
）
 

夜
が
長
い
た
め
夜
長
月
と
い
う
の
を
 

略
し
て
長
月
と
い
う
。
 

1
日
（
木
）
 

二
百
十
日
、
防
災
の
日
 

が
ん
征
圧
月
間
（
譜
）
 

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
 

間
譜
）
 

7
日
（
水
）
 

心
配
ご
と
相
談
細
恥
，
往
）
 

8
日
（
木
）
 

婦
人
学
級
（
翼
飴
）
、
白
露
 

9
日
（
金
）
 

乳
児
一
斉
健
診
（
噌
隊
極
賢
 

養
命
大
学
（
驚
麓
）
 

救
急
の
日
 

10 

日
（
土
）
 

全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
 

13 

日
（
火
）
 

司
法
保
護
記
念
日
 

14 

日
（
水
）
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

10月1 日 

全国一斉に実施 

× 

20 17 16 15 
日 日 日 日 

火 土 金 木 

(m
緯
誇
膚
）
 

敬
老
の
日
 

B

・
c

・
G

（
叫
緯
或
虜
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
伊
巴
 

彼
岸
入
り
 

動
物
愛
護
週
間
（
譜
）
 

21 

日
（
水
）
 

三
種
混
合
（
叫
詳
ぷ
嚇
）
 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

（
譜
）
、
環
境
衛
生
週
間
 

22 

日
（
木
）
 

養
命
大
学
（
躍
館
〕
 

23 

日
（
金
）
 

秋
分
の
日
 

24 

日
（
土
）
 

結
核
予
防
週
間
（
譜
）
 

25 

日
（
日
）
 

老
人
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

26 

日
（
月
）
 

彼
岸
明
け
 

27 

日
（
火
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
窯
麓
）
 

29 

日
（
木
）
 

婦
人
学
級
（
翼
麗
）
 

＼、 

ノ
 

住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
 

ー

街

づ

く

り

わ

た

し

も

協

力

 

住

ま

い

の

調

査

ー

 

五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅
 

統
計
調
査
」
が
十
月
一
日
、
全
国
一
 

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
全
国
の
約
四
百
万
の
 

住
宅
・
世
帯
を
対
象
と
し
た
 
「
住
宅
 

の
国
勢
調
査
」
 
と
い
わ
れ
る
も
の
で
 

皆
さ
ん
方
の
住
宅
や
世
帯
の
構
成
な
 

ど
、
四
十
数
項
目
に
つ
い
て
調
査
が
 

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
 

か
ら
の
住
宅
政
策
を
進
め
る
う
え
で
 

の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
 

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
 

の
間
に
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
 

た
調
査
員
が
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
 

た
ご
家
庭
を
訪
間
し
、
調
査
票
を
配
 

っ
て
、
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
正
 

し
く
ご
記
入
の
う
え
、
十
月
一
日
ー
 

七
日
に
再
び
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
 

の
で
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
 

調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計
を
作
る
 

た
め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。
 
な
お
、
 

調
査
員
や
関
係
者
が
調
査
内
容
を
ほ
 

か
の
人
に
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
 

法
律
に
よ
っ
て
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

安
心
し
て
、
正
し
く
ご
記
入
く
だ
 

さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
の
担
当
は
、
役
場
総
務
 

課
企
画
係
で
す
。
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(5） 第248 号 Il又 報 あ か い 

【キャンプファイアーでの楽しいひととき、中尾保育所で】 

議 会 

昭
和
五
十
八
年
第
八
回
七
月
臨
時
町
議
会
が
七
月
二
十
五
日
行
わ
 

れ
、
二
件
の
議
案
、
三
件
の
請
願
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

審
議
さ
れ
た
二
つ
の
議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
 

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
田
川
地
区
一
部
事
務
組
合
議
会
（
消
防
組
合
、
 

斎
場
組
合
、
伝
染
病
組
合
、
田
川
市
・
赤
池
町
天
郷
青
年
の
家
組
合
）
 

の
議
会
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
さ
ん
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
第
九
回
の
八
月
臨
時
町
議
会
が
八
月
十
九
日
行
わ
れ
、
一
一
 

件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

七
 
月
 
臨
 
時

議

会

 

o
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
廿
五
十
七
年
度
継
続
事
業
で
実
施
 

し
て
い
る
赤
池
工
場
団
地
調
整
池
造
 

成
工
事
の
追
加
工
事
費
一
千
四
百
五
 

十
九
万
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
額
 

三
十
八
億
六
十
三
万
八
千
円
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

九
月
九
日
は
救
急
の
日
で
す
。
九
月
 

六
日
か
ら
 12 

日
は
、
救
急
医
療
週
間
で
 

す。 福
岡
県
で
は
、
町
、
消
防
署
、
医
師
 

会
お
よ
び
関
係
医
療
機
関
の
協
力
を
得
 

て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
 

療
を
受
け
ら
れ
る
救
急
医
療
体
制
の
整
 

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

医
療
機
関
の
診
療
機
能
に
応
じ
て
、
 

下
表
の
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
 

、

！

 

,

J

 

乳児ー斉健診 

〇
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
ー
地
方
 

税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
の
に
伴
 

い
町
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
 

た。 

な
お
、
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
 

赤
池
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
 

の
答
申
を
尊
重
し
、
税
率
の
改
正
を
 

行
い
ま
し
た
。
 

〇
上
野
三
区
公
民
館
住
民
広
場
の
整
備
 

す。 日
ご
ろ
か
ら
自
分
 

の
健
康
は
自
分
で
、
 

家
族
の
健
康
は
家
庭
 

で
守
り
、
ホ
ー
ム
ド
 

ク
タ
ー
を
持
つ
よ
う
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

休
日
の
当
番
医
の
 

確
認
や
、
正
し
い
応
 

急
手
当
、
水
上
安
全
 

法
・
救
急
法
の
講
習
 

の
相
談
な
ど
は
、
田
 

川
地
区
消
防
署
金
田
 

分
署
へ
連
絡
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

。
0
9
4
7
2
ー
 

②
1
0
3
0
7
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に
つ
い
て
の
請
願
取
下
げ
廿
六
月
定
 

例
会
に
提
出
さ
れ
た
同
請
願
の
場
所
 

が
不
適
と
の
こ
と
で
取
り
下
げ
の
請
 

願
が
提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
三
区
公
民
館
住
民
広
場
の
整
備
に
関
 

す
る
請
願
ー
場
所
（
上
野
橋
東
の
彦
 

山
川
河
川
敷
）
を
変
更
し
た
新
た
な
 

請
願
が
提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

〇
町
道
小
藤
ー
伏
原
線
の
拡
充
、
整
備
 

に
か
か
る
請
願
ー
高
尾
口
バ
ス
停
よ
 

り
赤
池
商
事
へ
の
町
道
は
危
険
防
止
 

の
た
め
通
行
止
め
に
な
っ
て
お
り
、
 

車
両
は
下
桜
町
内
の
里
道
を
う
回
し
 

て
通
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
回
路
 

も
幅
員
が
狭
く
、
損
傷
も
著
し
い
と
 

の
こ
と
で
同
町
道
の
整
備
に
関
す
る
 

請
願
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
 

産
建
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
継
続
審
 

議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

八
 
月
 
臨
 
時

議

会

 

〇
工
事
請
負
契
約
の
締
結
廿
昭
和
五
十
 

八
年
度
建
設
省
道
路
局
所
管
国
庫
補
 

助
事
業
・
二
反
ケ
浦
、
松
本
線
道
路
 

改
良
工
事
廿
工
事
予
定
価
格
の
金
額
 

が
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
議
会
 

の
議
決
を
得
ま
し
た
。
八
月
八
日
行
 

わ
れ
た
入
札
の
結
果
、
林
工
業
株
式
 

会
社
が
落
札
し
、
三
月
十
日
ま
で
の
 

工
期
で
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

〇
変
更
契
約
の
締
結
廿
二
力
年
継
続
事
 

業
赤
池
工
場
団
地
調
整
池
新
設
工
事
 

が
設
計
変
更
さ
れ
、
工
事
請
負
契
約
 

の
増
額
変
更
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
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急 患 者 ） く 
/ V 、 

〇初期救急医療施設 

休日夜間急患センター、在宅当番医 

軽症患者の治療。 重症患者は二次、三次0) 

医療施設ノ＼紹介します。 
、、 ノ 

v 
I 、 

C）ニ次救急医療施設 

初期医療施設からの紹介で入院治療を要す 

る患者に対応します。 

× ノ 

( 

〇三次救急医療施設 

北九州ilう泣：八幡病院、済生会福岡総合病院、 

久留米大学病院、飯塚病院 

高度な医療を必要とする重篤救急患者を受 

け入れる救命救急センターです。 
、、 ノ 

へ』h 一一一一土口．、 一 一 I 、 

し子x忌“原1 月￥校ン入フーjA 

コンピューターを利用し医療機関の情報を 

収集して、救急患者の搬送に適f刀な医療機 

関を紹介するシステムです。 

福岡県救急医療情報センター 

電話番号ノ092一471 -0099 
 ノ 

0 と き 9 月9 日 

13 : 30-15 : 00 

0 ところ 町民会館 

〇対 象 生後2 カ月 

~13カ月 

身体計測・内診・保 

育・離乳食相談などを 

実施します。 

9 月の乳児保育相談 

は、この一斉健診が実 

施されるので、中止さ 

せていただきます。 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
 

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
に
大
歓
声
 

各

保

育

所

で

五

歳

児

が

一

泊

保

育

 

七
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
に
上
野
 

市
場
、
赤
池
保
育
所
、
二
十
九
日
、
三
 

十
日
に
中
尾
保
育
所
で
各
園
五
歳
児
の
 

一
泊
保
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
の
自
立
心
を
養
成
し
、
 

思
い
出
に
残
る
保
育
所
生
活
を
、
と
毎
 

年
各
園
の
五
歳
児
を
対
 

象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

午
前
は
、
手
作
り
の
 

弁
当
を
持
っ
て
上
野
峡
 

で
の
水
遊
び
、
子
ど
も
 

た
ち
自
身
が
栽
培
し
た
 

ス
イ
カ
で
ス
イ
カ
割
り
 

タ
食
は
、
自
分
た
ち
で
 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
料
理
、
 

営
火
の
つ
ど
い
で
は
、
 

保
母
さ
ん
が
「
火
の
精
」
 

に
な
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
 

ァ
イ
ア
ー
を
囲
み
遊
技
 

や
ダ
ン
ス
、
金
魚
す
く
 

い
、
宝
さ
が
し
、
と
夏
 

の
一
日
を
心
ゆ
く
ま
で
 

楽
し
み
ま
し
た
。
 

各地区で多彩な夏の行事 

5 支所鋤木田四ッ葉会では恒例の「千燈明」 

今
年
も
各
地
区
で
 

多
彩
な
夏
の
行
事
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

花
火
大
会
、
キ
ャ
 

ン
プ
、
夜
店
な
ど
各
 

地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
噌
 

好
を
こ
ら
し
た
催
し
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
支
所
鋤
木
田
四
 

ッ
葉
会
（
野
村
雅
教
 

会
長
・
四
十
世
帯
）
 

で
は
恒
例
の
「
千
燈
 

明
」
行
事
を
行
い
ま
 

し
た
。
 

鋤
木
田
の
千
燈
明
 

は
古
く
か
ら
行
わ
れ
 

て
い
ま
し
た
が
、
世
 

帯
構
成
の
谷
間
の
時
期
に
子
ど
も
の
数
 

も
減
少
し
、
 

一
時
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
 

た
 。

 し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
の
四
ッ
葉
 

会
の
発
足
と
同
時
に
、
こ
の
千
燈
明
行
 

事
も
復
活
し
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
同
会
青
年
部
の
み
な
さ
ん
 

が
中
心
と
な
り
、
子
ど
も
相
撲
は
も
ち
 

ろ
ん
、
そ
う
め
ん
流
し
、
ラ
ム
ネ
・
ビ
 

ー
ル
の
早
飲
み
競
争
、
す
い
か
割
り
、
 

j 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
福
引
き
と
盛
り
だ
く
 

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
子
ど
も
か
ら
 

お
年
寄
り
ま
で
地
域
が
一
体
と
な
り
、
 

行
く
夏
を
惜
し
み
ま
し
た
。
 

ラムネ早飲み大会】 【四ッ葉会のみなさんの千燈明行事 

※
琶
燈
卿
 

こ
の
行
事
は
各
地
に
あ
 

る
よ
う
で
す
が
鋤
木
田
地
区
の
千
燈
明
 

は
赤
池
町
史
に
よ
る
と
 
「
上
谷
に
地
蔵
 

様
が
あ
り
、
明
治
中
頃
す
で
に
地
蔵
ま
 

つ
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。
当
地
の
牛
馬
 

を
持
っ
た
者
が
安
全
を
祈
っ
て
祭
っ
た
 

も
の
で
、
毎
年
七
月
十
四
日
タ
刻
よ
り
 

地
蔵
前
に
千
燈
明
を
あ
げ
子
供
相
撲
が
 

行
わ
れ
た
。
子
供
は
あ
ら
か
じ
め
燈
明
 

代
を
も
ら
っ
て
回
っ
た
」
と
あ
る
。
 

圃

 
っ

れ

づ

れ

に

⑩

 

11 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

圧」」 

松
本
 
た
か
し
 

枇
杷
熟
れ
て
お
初
つ
い
た
だ
く
庭
の
実
を
 

久
々
に
本
堂
見
上
ぐ
梅
雨
の
晴
 

事
故
う
れ
ひ
庫
裏
を
見
舞
ル
細
価
時
間
 

梅
雨
明
け
も
真
近
か
や
自
愛
健
か
に
 

筆
と
り
て
暑
中
見
舞
状
つ
つ
が
な
し
 

わ
ら
べ
 

七
タ
の
色
紙
に
老
い
の
童
ご
と
 

食
堂
に
七
タ
竹
の
二
本
立
つ
 

鰻
の
日
う
の
字
あ
や
か
り
う
ど
ん
食
ふ
 

峡
の
瀬
に
涼
味
満
喫
園
児
ら
と
 

園
児
ら
も
芋
切
り
炊
飯
昼
キ
ャ
ン
プ
 

ミふるさとクリーン作戦ミ 
『空カン拾い』にご協力をグ 

町商工会青年部主催の空カン拾いが次の 

とおり行われます。 

みなさんの積極的なご協力をお願いします。 

●日 時ノ9月18日（司 9時から 

●集合場所ノ赤池町商工会館前 

× 



け
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(7） 第248 号 
第248 号 」ム ￥反 あ か い け 昭和58年9月1日（6 ) 、

 

国民年金 

老
齢
年
金
の
繰
り
上
げ
 

請
求
は
慎
，
重
に
 

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老
齢
 

年
金
は
六
十
五
歳
に
な
っ
て
請
求
す
る
 

の
が
原
則
で
す
が
、
六
十
歳
か
ら
六
十
 

四
歳
ま
で
の
希
望
す
る
と
き
か
ら
繰
り
 

上
げ
請
求
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

こ
の
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
六
十
 

五
歳
前
に
年
金
を
受
給
す
る
場
合
は
、
 

請
求
す
る
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た
 

年
金
額
と
な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
六
十
三
歳
で
繰
り
上
げ
請
 

求
し
た
場
合
は
、
六
十
五
歳
で
受
給
で
 

国民年金の繰上げ、 

繰下げ請求による受給率 

188% 

164%多 
一
 

き
る
年
金
額
の
八
十
ぐ
ノ
ト
に
な
り
ま
す
。
 

六
十
五
歳
に
な
っ
て
も
満
額
の
年
金
に
 

は
な
ら
ず
、
生
涯
八
十
g
ト
に
減
額
さ
 

れ
た
年
金
額
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
0
 

ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
と
は
逆
に
六
 

十
六
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
の
希
望
す
る
 

年
齢
か
ら
繰
り
下
げ
て
受
給
す
る
こ
と
 

も
で
き
ま
す
。
 

こ
の
場
合
は
、
繰
り
下
げ
受
給
す
る
 

年
齢
に
よ
っ
て
割
増
さ
れ
た
年
金
額
を
 

受
給
で
き
ま
す
が
、
六
十
五
歳
到
達
前
 

曹 彦ー多152%彦 
1992三z一多 

80%§竺 

65%！竺一 
58％ー 

70 
歳
 

69
 

ク 

68
 

ク 

67
 

ク 

66
 

ク 

65
 

歳
 

64
 

ク 

63
 

ク 

62
 

ク 

61
 

カ 

60
 

歳
 

150% 

100% 

50% 

昭和58年9月1日 い け か
 

あ
 

報
 

広
 

【
赤
池
町
史
】
 

昭
和
五
十
二
年
に
発
行
し
た
赤
池
 

町
史
（
A
1
5
版
、
千
二
百
六
十
四
 

ペ
ー
ジ
）
は
、
赤
池
町
の
自
然
地
理
、
 

歴
史
の
流
れ
、
行
政
、
産
業
経
済
、
 

文
化
、
民
俗
を
先
達
の
師
が
精
根
込
 

め
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
居
な
が
 

ら
に
し
て
赤
池
町
の
す
べ
て
が
わ
か
 

り
ま
す
。
 

温
故
知
新
、
読
書
の
秋
に
あ
な
た
 

も
ぜ
ひ
、
郷
土
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
 

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ま
た
、
 

「
ふ
る
里
あ
か
い
け
」
を
 

遠
く
離
れ
、
都
会
で
暮
ら
す
知
人
や
 

三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
一
 

エンゼルクイズ 

【第88回出題】 

下の文章のロの中に語句を入れ、文章を 

完成させてください。 

【問題】 

各選挙の投票日に投票しようとする人が体 

が不自由で、または、字の読み書きができな 

いため、投票用紙に自分で候補者の氏名を書 

くことができないときは代理投票をすること 

ができます。しかし回投票といっても付添 

いで投票に来た人や、たまたま隣にいる人な 

どが代理で候補者の氏名を書くのではありま 

せん。各投票所には代理で候補者の回を書 

くことのできる選挙管理委員会の職員を配置 

していますので受付で代理投票をしたい旨を 

申し出て下さい。 

【応募の要領】 

答を官製ハガキに記入のうえ9 月16日まで 

に赤池町役場総務課文書広報ェンゼルクイズ 

係までお送りください。なお住所、氏名を明 

記してください。抽せんで正解者3人に記念 

品を贈ります。 

【第87回の解答】 

①= 14 ②一届け出 

【正解者】 

前回の応募総数7通のうち正解は5 通でし 

た。厳正な抽せんの結果、次の3 人の方に記 

念品を贈ります。 （敬称略） 

ト小松 孝久（大浦）ト広瀬 愛子（伏原） 

ト小松 尚子（大浦） 

7 月末日住民登録 g 

（前月比） 
ロ 9,693( +3 ) 

弓 4,606( -2 ) 
r 5,087( +5 ) 
帯 3,188（ 一5 ) 

sピ‘，9 月福社センジタ濠i線行 

【休 館 日】 

5日、12日、15日 

19日、23日、26日 

【福祉バス運行日】 

休館日および祝祭日 

を除く毎日 

【仏教法話会】 

9 月13日因11時から 

I 
I 

~ 

I 

に
繰
り
下
げ
て
受
給
す
る
旨
申
し
出
て
 

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
何
歳
ま
で
生
き
る
 

か
だ
れ
も
予
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
平
均
 

ちょっとした配慮が育てるみんなの国保 

にも大きな心くばりをガ 

わ
た
し
た
ち
は
毎
日
元
気
に
く
ら
し
 

て
い
る
よ
う
で
も
、
あ
る
日
突
然
病
気
 

や
ケ
ガ
を
し
ま
す
。
そ
う
い
う
、
も
し
 

も
の
と
き
、
だ
れ
で
も
安
心
し
て
お
医
 

者
さ
ん
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
 

か
ら
掛
金
を
出
し
あ
っ
て
そ
な
え
て
お
 

く
制
度
が
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
 

す
。
つ
ま
り
、
国
保
は
相
扶
共
済
（
た
 

す
け
あ
い
）
の
精
神
で
つ
く
ら
れ
た
制
 

度
な
の
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ご
ろ
の
医
療
費
の
 

増
加
は
、
国
保
の
運
営
を
苦
し
く
し
て
 

い
ま
す
。
成
人
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
で
 

友
人
の
方
な
ど
に
、
心
の
よ
り
所
、
ふ
 

ン
ョ
選
「
 

る
里
の
プ
レ
ゼ
ノ
ト
と
し
て
は
い
か
が
 

一
驚
？
・
 

で
す
か
。
単
価
七
千
円
。
お
求
め
は
、
 

」・‘ 

役
場
企
画
係
へ
ど
う
ぞ
。
 

J

・ 
『堰A
一 

【
赤
池
小
唄
（
レ
コ
ー
ド
）
】
 

（を）・一 

？」 

昭
和
二
十
八
年
、
町
制
施
行
十
五
週
 

』
”
‘
,
,
 

. 

年
記
念
に
、
斉
藤
悦
身
氏
作
詞
、
林
督
 

氏
作
曲
で
発
表
さ
れ
た
赤
池
小
唄
を
、
 

、 
「
紳
 

」 
》） 

昭
和
五
十
三
年
の
町
制
施
行
四
十
週
年
 

り
 

，筆
 

に
レ
コ
ー
ド
化
し
ま
し
た
。
 

哩？ 

三
上
雅
代
さ
ん
の
歌
で
、
B
面
は
、
 

争
 

「
赤
池
の
女
」
 
で
す
。
 

縄
 

一
枚
五
百
円
で
す
。
お
求
め
は
、
役
 

場
総
務
課
へ
ど
う
ぞ
。
 

《
ぐ
ぐ
ん
，
●
叫
‘
ぐ
I
ム
，
、
（
I
I
ん
，
、
ぐ
I
ん
，
」
ぐ
ぐ
ん
，
，
》
I
ぐ
ぐ
ぐ
（
,
,
，
》
ぐ
ぐ
ん
，
,
，
《
ん
《
ぐ
I
ム
、
，
、
，
》
 

寿
命
が
年
々
延
び
て
い
る
と
き
、
安
易
 

に
繰
り
上
げ
請
求
し
て
少
な
い
年
金
額
 

を
後
悔
し
な
い
ょ
う
十
分
考
え
て
か
ら
 

請
求
し
ま
し
ょ
う
。
 

病
院
に
か
か
る
人
が
ふ
え
た
こ
と
な
ど
 

が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
す
 

ま
す
医
療
費
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
 

す。 し
か
し
、
医
療
費
は
わ
た
し
た
ち
の
 

ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り
で
節
約
で
き
ま
 

す。 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
医
療
 

費
を
ム
ダ
使
い
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
 

け
、
た
い
せ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

医
療
費
が
 

ふ
え
る
と
…
…
・
・
・
 

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
ふ
え
続
け
る
と
 

ど
う
な
る
で
し
よ
う
。
 

国
保
の
財
政
は
苦
し
く
な
り
、
結
局
 

は
、
ふ
え
た
分
だ
け
保
険
税
を
引
き
ト
 

げ
、
補
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
 

し
か
し
、
負
担
が
ふ
え
る
こ
と
は
、
 

だ
れ
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
こ
と
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
医
療
費
 

の
節
約
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
 

●
 
A
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
立
病
院
 

【
寄
付
】
 

〇
香
野
 
義
明
（
堀
田
）
掛
時
計
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

o
早
川
 

接
子
 

五
千
円
 

〇
古
川
ア
キ
ョ
 

五
千
円
 

【
香
典
返
し
】
 

金
 
封
 
伊
藤
 
信
人
 

（
方
城
町
）
 

金
 
封
 

日
高
 

操
 

（
草
場
）
 

金
 
封
 
奥
村
 
ト
シ
ェ
（
下
西
町
）
 

金
 
封
 
奥
 

晴
茂
 

（
中
町
）
 

金
 
封
 
柴
田
 

ミ
ッ
子
（
高
尾
団
地
）
 

【
寄
付
】
 

山
崎
地
獲
会
向
 

一
一
万
円
 

金
一
封
 
山
崎
 

清
春
 

（
大
谷
〕
 

金
一
封
 
入
倉
 

久
子
 

（
岩
屋
組
）
 

金
一
封
 
木
村
 
ト
シ
子
（
市
場
）
 

金
一
封
 
中
島
 
恒
雄
 

（
北
町
）
 

（
八
月
十
七
日
現
在
 
敬
称
略
）
 

【演 芸 日】 

1日、 4日、 8日 11日 

18日、22日、25日 29日 

【心配ごと相談日】 

7日、17日、27日 

10時から15時まで 

( 

【新しく消防団長に就任 

した松井猛氏（車道）】 

× 

消防団新組織決まる 

団長に松井氏が就任 

去
る
六
月
八
り
 

死
去
さ
れ
た
消
防
 

団
長
青
柳
徳
賓
氏
 

の
後
任
と
し
て
、
 

消
防
団
か
ら
の
推
 

薦
に
よ
り
、
松
井
 

猛
氏
が
新
し
く
消
 

防
団
長
に
就
任
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
副
団
長
 

に
田
口
氏
、
本
部
 

長
に
城
野
氏
が
そ
 

れ
ぞ
れ
昇
格
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

な
お
、
消
防
団
の
新
組
織
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

【
敬
称
略
】
 

〇
団
長
 

松
井
 

猛
 

〇
副
団
長
 

谷
 

富
次
 

〇
副
団
長
 

田
口
 

孝
夫
 

〇
本
部
長
 

城
野
 
三
男
 

〇
副
本
部
長
 

藤
岡
 

登
 

o
第
一
分
団
長
 

熊
谷
 
鉄
哉
 

o
第
二
分
団
長
 

日
高
 

峯
夫
 

〇
第
三
分
団
長
 

藤
井
 
登
志
喜
 

〇
第
四
分
団
長
 

植
木
 
藤
吉
 

〇
第
五
分
団
長
 

柴
田
 

荒
喜
 

〇
第
六
分
団
長
 

小
松
 
篤
生
 

・し 



け
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援
護
業
務
移
動
相
談
 

昭
和
五
十
八
年
度
援
護
業
務
移
動
相
 

談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
受
付
相
談
事
項
 

〇
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て
 

o
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
 

〇
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援
護
 

〇
旧
軍
人
等
の
叙
位
叙
勲
 

〇
中
国
等
か
ら
の
引
揚
者
及
び
未
引
揚
 

者
に
対
す
る
援
護
 

〇
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
 

▽
日
時
 

9
月
 13 

日
 

10 

時
か
ら
 15 

時
 

半
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
市
役
所
 
3
階
会
議
室
 

就
業
希
望
の
 

家
庭
婦
人
の
み
な
さ
ん
 

就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
婦
人
の
み
 

な
さ
ん
を
対
象
に
次
の
と
お
り
経
理
事
 

務
の
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
期
間
 

9
月
 20 

日
か
ら
 11 

月
 17 

日
ま
 

で
 21 

日
間
（
毎
週
2

日
程
度
）
 

▽
時
間
 

10 

時
か
ら
 16 

時
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
申
込
受
付
 

9
月
6

日
か
ら
9
月
9
 

日
ま
で
 

9
時
半
か
ら
 16 

時
ま
で
来
 

庁
に
限
り
受
付
け
 

▽
申
込
み
先
 
福
岡
県
婦
人
就
業
援
助
 

セ
ン
タ
ー
田
川
分
室
（
田
川
市
平
松
 

町
）
廿
0
9
4
7
4
④
5
7
5
6
 

貸
金
業
の
規
制
に
 

関
す
る
法
律
設
明
会
 

第
九
＋
八
回
通
常
国
会
で
消
費
者
保
 

護
の
立
場
か
ら
、
そ
の
立
法
化
が
待
望
 

さ
れ
て
い
た
 
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
 

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
今
年
十
一
月
 

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
法
律
設
明
会
が
福
岡
県
の
主
催
 

で
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
ー
 

▽
日
時
 

9
月
 21 

日
（
水
）
 

午
前
 10 

時
と
午
後
1
時
か
ら
の
2
回
 

▽
場
所
 
飯
塚
文
化
セ
ン
タ
ー
 

移
動
住
宅
相
談
 

こ
れ
か
ら
家
を
建
て
よ
う
と
す
る
方
、
 

土
地
を
買
お
う
と
す
る
方
、
財
団
法
人
 

福
岡
県
住
宅
セ
ン
タ
ー
主
催
の
無
料
住
 

宅
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
・
場
所
 

〇
9
月
5

日
 
飯
塚
井
筒
屋
4
F
 

O
9
月
9

日
 

八
幡
井
筒
屋
4
F
 

( 10 

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
）
 

▽
相
談
内
容
 
法
律
相
談
・
税
金
相
談
 

・
土
地
、
建
物
の
売
買
・
融
資
な
ど
 

心
臓
病
に
関
す
る
 

健
康
講
習
会
 

田
川
心
臓
を
守
る
会
（
江
野
村
助
会
 

長
）
主
催
の
健
康
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
 

す。 

心
臓
病
の
実
態
、
心
臓
病
に
よ
る
運
 

動
、
食
事
等
の
日
常
生
活
を
権
威
あ
る
 

先
生
の
指
導
で
み
な
さ
ん
の
質
問
に
答
 

え
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
 

も
参
加
で
き
ま
す
。
 

▽
日
時
 

10 

月
2

日
 

10 

時
か
ら
 

▽
場
所
 

田
川
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
 

（
田
川
警
察
署
横
）
 

▽
講
師
 

延
吉
正
清
先
生
（
小
倉
記
念
 

病
院
循
環
器
科
内
科
部
長
）
 
・
伴
敏
 

彦
先
生
（
同
心
臓
血
管
外
科
部
長
）
 

・
添
田
健
先
生
（
同
小
児
科
循
環
器
 

科） 福
岡
県
職
員
 

採
用
（
雛
）
試
験
 

次
の
と
お
り
福
岡
県
職
員
採
用
試
験
 

が
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
受
験
資
格
・
種
類
 

種類 試験の区分 性別 年 齢 資格・条件 

中
 

級
 

行政事務 

学校事務 
男女 昭和33年4 月2 日 

から 

昭和39年4月1日 

までに生れた人 
\ 警察事務 男 

栄 養 士 男女 栄養士の免許を有する人 
または取得見込みの人 

初
 

級
 

破事務A 

」受事務B 

学校事務 

林 業 

男女 

昭和35年4月2日から 

昭和41年4月1日まで 

に生れた人、ただし、 

大学における在学期間 

が2年を超える人を除 

く \\ 警察事務 女 

▽
受
付
期
間
 

9
月
1

日
か
ら
9
月
 14
 

、 / 

含
紡
接
種
農
り
 
0 

→日本脳炎ワクチン◆― 

最近日本脳炎は、たいへん少な 

くなりましたが、またいつ流行が 

再来するかわからず、しかもワク 

チンは効き目がすぐれていて副作 

用も少ないので、うけておきたい 

ワクチンです。ただし北海道など 

日本脳炎の発生しない地域では実 

施しないので、臨時接種となって 

おり、ふつうは3歳から15歳の間 

に行うことになっています。もし 

日本脳炎流行のおそれが生じれば 

1 歳から開始することもあるでし 

ょう。接種方法は、生まれてはじ 

めて接種をうける年は2回、その 

翌年1回の注射をうければ、あと 

は流行のないかぎり数年ごとに1 

回の追加接種でよいのです。 

日
ま
で
 

▽
試
験
日
 

10 

月
 16 

日
囲
 

▽
申
込
用
紙
請
求
、
問
合
せ
先
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
の
七
 
福
 

岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
係
 

。
0
9
2
1
6
4
1
1
3
8
8
3
 

※
郵
便
で
請
求
の
場
合
は
、
表
に
「
中
 

級
（
ま
た
は
初
級
）
請
求
」
と
朱
書
し
 

60 

円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
名
記
の
 

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
 

警
察
官
採
用
試
験
 

福
岡
県
警
察
官
（
B

）
の
採
用
試
験
 

が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
第
一
次
試
験
日
 

10 

月
 30 

日
（
日
）
 

▽
受
付
期
間
 

9
月
5

日
ー
 10 

月
4

日
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 31 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 41 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
れ
 

た
男
子
【
た
だ
し
、
大
学
（
短
大
〕
 

卒
業
者
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
は
 

受
験
で
き
ま
せ
ん
】
 

× 

▽
身
体
検
査
合
格
基
準
 
身
長
1
1
6
 

0
m

、
胸
囲
 78 

m
、
体
重
 47 

』
な
ど
 

▽
問
合
せ
（
申
込
み
）
先
 
田
川
市
平
 

松
町
三
番
三
六
号
 
田
川
警
察
署
警
 

務
課
。
0
9
4
7
4
②
2
1
2
0
 

歌
会
始
の
お
題
 

『
緑
』
に
決
ま
る
 

昭
和
五
十
九
年
歌
会
始
の
お
題
が
、
 

「
緑
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

▽
詠
進
要
領
 
①
詠
進
歌
は
自
作
の
歌
 

で
一
人
一
首
未
発
表
の
も
の
②
用
紙
 

は
半
紙
で
毛
筆
で
自
書
③
書
式
は
半
 

紙
を
二
つ
折
り
、
開
い
て
右
に
お
題
 

と
歌
、
左
半
面
に
住
所
、
氏
名
（
誘
「
乞
 

生
年
月
日
、
職
業
 

▽
詠
進
の
期
間
 

9
月
1

日
か
ら
 10 

月
 

11 

日
ま
で
 

▽
あ
て
先
 
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
 

一
番
一
号
宮
内
庁
と
し
封
筒
に
「
詠
 

進
歌
」
 
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
 


